





















































もので、三様ながら説得力を持ち、それにたいしていま筆者がここで判断を下したり、新たな説を立てようとするものではない。 だ、いずれも共通するのは、この絵の制作期を十二世紀半ばと見ること、また単にどこかの寺院で常用するために作られたと考えるには、あまりに繊細さと豪華さを兼ね備えていて、最高級の貴族がある特定の目的を持って作らせたものであろうということである。この点については筆者も異論はない。そのような事情 よるのであろうか、この絵が戦後間もなく東京国立博物館に入る前は、三井合名会社、その前は井上侯爵の所蔵であったことまでしか伝来は明らかで いずれかの寺院に秘蔵されて もの はあろうが、そこで代々使われていたも にしては保存状態がきわめて良い。　
とすると、この絵が作られた時の意識は、絵が完成して最初に何らかの儀式でか
けられ、願主 ある人が見 、そ ピンポイントに集中していた になるだろう。厳密には、ある作品の「 じめ」はどこにあるか、ということは実は難しい問題であり、それを措いても、作品 不断の劣化を経てきて る。大きく見れば、美は多様の統一であり、作品も歴史的、宗教的背景
――
制作者とパトロンの負っている
歴史、意識、制度、図像等々、多くのものか 成り立っ いる。その研究とは れを通して 作品を中心とし に現れた と人へ 「知見」が深まるであろという希望に支えられているものであるとすれば、そ 「美しさの質」 、ということも、 「知見」の重要な要素であるにちがいない。ことにこの絵 つい 絵そのものをよく 見る ということを措いておくわけにはいかないであろう。　
ところが、実際には、それはとても難しい。泉氏が本図の技法、表現について細
部にわたる観察を行い、記述されているこ は、冒頭 触 とおりである。そ中のひとつに、光背の宝相華文の華 部分と茎の部分 、そこに押さ た金箔の色味が異なっているという指摘がある。筆者は東京国立博物館の学芸員として、展示のためこの作品を取り扱う立場にたまたまめぐ 合わせた際 こ 点を確認 ようとしたのだ 、展示ケース 中でこの絵を鼻の先で実見しても 肉眼では茎の部分の金箔の存在すらよくわからなかったのであ 。ケースの外からではなお わんや数多く出回っている図版からは 泉氏 せっかく 指摘もその細部 追体験する































なり厚みがあって大円光とは質感が大きく異なるうえ、鮮やか 緑 青の粒子が見える。あるいは銀の不純物が変質して析出してい ものかとも思われ が、その場合はこのように均一に出ない ではないかとも考えられ 。大円光と宝相華の花という画面の表現上大きなウェイトを占める部分であるが、これに関 ては可視光拡大のみならず、蛍光Ｘ線分析なり、ここからさらに う一歩踏み込んだ検証がもう一度必要であろう
（宝相華文のある光背の地の部分は、現状で薄く茶色で塗られてい
るが、この拡大画像によ 限 、地の絹目に顔料の粒子らしきものはまったく見え い。染料系のものであろ か。今は光背が薄く透けて見える、沈んだ印象を受けるが、とすればもともとはどう ったのか。これに関しても蛍光 どによる調査を試みる必要 あかもしれない
（。課題は残されたままではあるが、科学調査とはほんらい、まず詳細
な観察を行ったうえで、問題となる部分を認識 から次 的 意識 て行うべきであり、今後の足がかりを得たこ にはなるものと思う。　
今は変色してしまっている銀であるが、これについて付け加えるならば、そもそ
































色を完全に保持している截金部位、②金が銀化したように見える截金を含む部位、③赤金風の截金部位」の三つの異 る様相があると述べられている。③が光背の同心円周、そして筆者が氏の指摘によって見よ とした肉眼ではよく なかった、宝相華文中の蔓部である。これはこの度の撮影画像によってはっきりと確認することができた
（図版Ⅱ
（。蔓部は黒い線の上に現状では見にくく剝落も多いものの、























ある。裳の衣文線が太めの合わせ箔で 多く銀が露出しているが、金も部分的にとどまっている。そして地文様 九つ目の点も、同様に上に の痕跡を残す銀箔が多いが、中には金だけのもの 少数ながら混ぜられている。七宝文は右 方から左下方に斜め下に走る直線部 み合わせ箔で他は金 みの箔。ただしこの斜めの直線部に合わせ箔 使われているのは裳 斜め右下方であって、上方の裳の七宝文は金箔のみである。図版
Ⅳは主文である花文の拡大である。ここでも衣文線は合わせ箔、
花弁は金の痕跡を残す合 せ箔と、下に銀 あると 見られない金 み 箔が混合して用いられていることがわか　
ここで注意したいのが、すでに述べたとおり、銀を下に、金を上にした合わせ箔
と、金のみの箔が混在して用 られてい ことである。この二種 狭 部分 併存しているのであるから、截り出すときの技術上の問題として合わせ箔 あったのではなく、明らかに色味の違いを意識し、そ よ 表現上の問題をねらって使 分けているとしか考えられな 。ここの合わせ箔 当初の色味は現在ではそ まま残っているとはいえないが、金自体 「発色」という点で 、金 みで充分よいようである。合わせ箔は金のみ も とは異なる 味があったのであろう。同じ箔でも異なる色味のものが複雑にからみ う やきの表現 り、箔と う素材の微妙な使い分けが意識されていた いうことであって、それは狭い同一平面上で一様箔を施すことによって生じ であろう平板性を認識し いか 金銀箔を消化してゆくかという問題にたいし 意識的 ったということになる で な か。こ ことは次の項のこととも関連 くる点 り、注意した



















































かた、もしくはあるべきと考える姿に対する意識に立ったもの あっ それを敷衍して日本の絵画、 特 平安仏画の質を説明するのは早計で ろ しかし がら、このような視点、意識 底流でいまだにいき づけてはいないだろうか。平安仏画についても、 金銀 使用 「装飾的」 「宗教画ゆえ 荘厳」 「平面的」 でありそれ よっ 「絵画性」が二の次になっ といった解説が時に見 のでこれまで指摘したように 虚空蔵菩薩像の表現を仔細 見ると、そこ は文様ひとつの中に金の色味を微妙に変えてバリエーションを持たせたうえ、その上から彩色











































平安仏画についてはそのいのちを宿す細部 つい 、いまいちど実作品 立ち返
って見る価値は十分にあると思われる。しかしながら、それはごく限 立場ある人が、 しかも多くの時間をかけて蓄積してゆかなければ らないことであった。またそれを伝え、共有することは本質的 むつ い る うえで肉眼での観察を超える高精細画像の意義は大きいと考える。　
ただし、留意しなければならないことがある。筆者も迂闊であったのだが、当然
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